妊娠期の女性の生活満足感に関する研究: [1] 先行経験および期待感別にみた生活満足の実態 by 島田 啓子 et al.
妊娠期の女性の生活満足感に関する研究: [1] 先行
経験および期待感別にみた生活満足の実態
著者 島田 啓子, 田淵 紀子, 坂井 明美
雑誌名 日本助産学会誌 = Journal of Japan Academy of
Midwifery
巻 10
号 2
ページ 57-60
発行年 1997-01-01
URL http://hdl.handle.net/2297/34881
doi: 10.3418/jjam.10.2_49
第2群：8
妊娠期の女性の生活満足感に
関する研究
｢1」先行経験および期待感別にみた生活満足の実態
金沢大学医学部保健学科看護学専攻
○島田啓子田淵紀子坂井明美
l.はじめに
従来から妊娠や出産に関する研究は身体的・
生物的な特異性とその安全性を追究した医学的
研究が多かった。看護的視点から報告されるも
のも同様に，入院中のニーズや不安など異常対
象に焦点をあてた研究が多い。‘)2）したがって
健康な《と医学的に称されている）妊娠生活を送る人自
身がもつ生活の実態という視点から報告された
ものは少ない。本研究は医学的に正常と称され
る普通の妊婦が，どれくらい内面的な豊かさを
もちながら生活しているのかを探ることを課題
にした。そこで生活を通して妊婦自身が内面的
に充足し幸福と感じられる種々の要素を総称し
て「生活の質;QualityofLife(以下QOL)」
と捉えた。こうした視点から妊婦の生活の質を
探究する意義は，従来の医学的視点から明示さ
れなかった部分に焦点をあてることにある＄そ
こで本研究は妊娠期の女性の生活の質に関する
概念枠組みを考案し，構成要素の関連性を明ら
かにすることを目的にした。今回は‘妊娠期の
女性の生活満足感を先行経験および期待感から
分析したものについて報告する。
1．「叩L」と「妊娠」に関する文献検討
妊娠期の女性を対象にした研究およびQOL概
念が使用されている学術研究を，「医学中央雑
誌』,｢MEDLINE』および社会学的範曙の学
術研究を網羅しているSocialsciencesearch
Index(SSCI)から，以下に述べるKeywordsを
中心に先ず量的な検討を行った。
1）「医学中央雑誌《国内)」で,QOLに関
連した研究は．表1に示すように1990年の120
件から1993年には744件に急増していた。他に
「満足度」，『ニーズ」，「不安」，『ストレ
ス」をQOLの近接概念として位置づけるなら，
これらがKeywordsに使用されている研究では，
過去4年間（遡及入力の範囲）で約2000件がヒットし
た。さらにこの中から「妊娠期」と「QOL」の
双方を含む報告は，1990年に6件だけ上げられ
た。この6件の内容は，ハンディキャップをもつ
妊産婦に対する支援方法や在日外国人に対する
妊娠・出産時の支援・管理方法に関するもので．
今日の社会性を映した総説や解説が主であった。
2)｢MEDLINE(国内外）」で･'QOL''&
"Pregnancy''の，双方のwordsを含む研究
は38件が検索された。これらの概観の一部は表
2に示すように．妊娠・出産と合併症をもつ場
合の管理が多く，早産した児に対する関係者の
責任性の論説であったり，周産期におけるQo
L成果についてのコメンタリー3)等もみられる
が，正常な妊娠期の女性に焦点をあてたものは
皆無であった。
3)｢SocialScienceSearchindex:SSCI」
からみてみると1987年から1993年まで（塑及
入力範囲：60万件）に収容されている論文のうち，”
QOL"のwordsで検索されたものは36件で，そ
の内容は医学研究の範鳴（前述.MEDLINE)を超え
るものではなかった。したがってQOL研究の対
象や領域は，あくまで何らかの健康障害を有す
ることが前提であった。
妊娠や出産が大きな社会的イベントであり，
心身の健康に関与すると言われながら，こうし
た妊娠期の女性の”生活の質”を捉える研究は
QOLのwordsでみられなかった。ただ従前の研
究の多くは，必ずしも"QOL'､というwordsを
使用していないが，対象がもつ欲求や援助の在
り方を探る意図で「ニーズ」の研究がなされた
り「満足度』を測る調査4)が行われていること
から，本質的にはQOL研究に包括されるものと
解釈した。
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